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府内主要業界の景気動向について
（平成19年10月〜12月）

京都府中小企業技術センターでは、このほど平成19年10月〜12月における府内主要業界景気動向の調査結果を取
りまとめました。調査時点は12月末で、主要業界について業界団体及び複数の企業ヒアリング結果を要約したものです。

※詳細は、http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/inf/inv/eco/07_10-12�に掲載しています。

府内主要業界の景気動向について
（平成19年10月〜12月）

〜景気は概ね好調を維持しているが、業種・企業間の格差が拡大〜

電子部品、機械金属、飲食料品、観光は概ね好調を維持していますが、繊維染色業界は引き続き厳しい状況
にあり、また、印刷、情報サービス、建設も受注が伸び悩み、採算面で厳しい環境が続いています。比較的好
調な業種の中でも、企業規模、取扱品等により受注の先行きに不透明感が出ており、景況に格差が拡大し
ています。

漬物は、観光土産物、料理店向けが引き続き堅調ですが、歳暮などのギフト需要はやや低調でした。
伏見清酒の１〜10月酒税課税数量は、前年比微減です。純米酒など特定名称酒は昨年を上回って伸びて
いますが、量的には全体の１割程度です。

丹後ちりめん（白生地）生産量は、前年比１割程度、一昨年比３割強の減産になります。西陣帯地の出荷額
は、前年比１割程度の減少となっています。室町和装問屋の売上高は、前年比５％程度まで下げ幅が縮小
していますが、一昨年比では３割近い落ち込みです。着物関係が悪い中で、金襴は微増と健闘しています。
西陣ネクタイ地は、前期の秋物出荷は比較的健闘しましたが、今期に出荷が始まる春夏物がクールビズの
定着により大きく落ち込んでいます。 

商業印刷は、繁忙期にもかかわらず需要が伸びずに前期から横ばいに推移しています。軽印刷も、官公需
の落ち込みに加え、商業用需要が伸び悩み傾向です。原材料価格高騰を受注価格に転嫁出来ていない状況
で、企業間格差が拡大しています。

電子部品業界は、引き続き好調に推移しています。電子機器生産の活況に加え、機器の高機能化による電
子部品搭載点数の増加が需要を拡大しています。

銑鉄鋳物業界は、前年同期を上回る受注量が確保されていますが、原材料価格上昇が利益を圧迫していま
す。
金型業界は、デジタル家電、電子部品関連からの受注が減少しています。
産業用機械業界は、半導体製造関連装置は好調を持続しています。FPD（フラットパネルディスプレイ）製
造装置は、前年同期より売上は減少していますが、受注は上向いています。制御機器関連は、前年同期より
減速したものの、全体としては底堅く推移しています。電力機器関連は、国内需要、海外需要とも好調で
す。繊維機械では不織布など産業素材向けが、自動車産業関連からの受注が好調です。 
自動車関連の部品製造業は、輸出向けが引き続き順調に推移しており、日本市場での新車効果もあって、
生産量は前年同時期や夏場よりも増加しています。特殊車両や建設機械等の加工についても、受注は高水
準です。
精密機械では、自動車産業向けの計測機器、大気・水質などの環境計測機器の販売が好調でした。大型血液
検査装置や中型生化学分析装置などの医療計測機器も売上は増加傾向です。

市内百貨店売上高は、11月まで13か月連続で前年を上回っています。衣料品、身の回り品、化粧品、美術
品・宝石、食料品などが堅調です。おせち・歳暮ギフトの早期受注も順調でした。
スーパーは、食料品は堅調ですが、衣料品では苦戦する店も見られ、全体に伸び悩んでいます。歳暮商戦は
前年並みですが、おせちは早期予約割引により前年を上回りました。
京都駅近辺の商業施設は、観光客が多く、売上高・客数ともに好調でした。河原町周辺の商店街は、前年よ
り減少しているものの引き続き高水準です。

市内主要ホテル客室稼働率は、前年を若干下回ったものの90％を超える高水準です。観光土産物は、秋前
半は伸び悩みましたが、11月下旬以降は売上が回復し、シーズン全体としては前年比でほぼ横ばいです。

府内業界の10〜12月期受注は増加傾向で、今後も受注は増加するとみる企業が多いですが、採算面では
厳しい状況が続くと見ています。

４〜11月の公共工事請負高は、京都市内で大型工事発注があり前年同期比24.9％の増加となっていま
すが、平成10年と比較すると半減しています。
民間建築工事は、京都市における高さ規制等の新景観条例や改正建築基準法の施行にともない大幅に減
少しています。

【お問い合せ先】 京都府中小企業技術センター
企画情報室

TEL：075-315-9506  FAX：075-315-1551
E-mail： kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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